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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　日射遮蔽材を移動可能に支持するレールと、
　前記レールに沿って周回可能なようにレールに支持される無端状の操作コードであって
、レールに沿って互いに並行して延びる一対のコード部と、一対のコード部の第一端部同
士の接続部分である第一の無端縁と、一対のコード部の第二端部同士の接続部分である第
二の無端縁とを有し、前記レールの一端から前記第一の無端縁が垂下されるとともに、前
記第二の無端縁がコード支持部を介して前記レール内に支持される、前記操作コードと、
　前記レール内を前記操作コードが周回することに伴い、前記レールに沿って移送される
日射遮蔽材と
を備えた日射遮蔽装置において、
　前記コード支持部は、
　前記第二の無端縁における前記一対のコード部の両方に作用する引っ張り力で前記第二
の無端縁の前記レールに対する位置決めを解除する位置決め解除手段と、
　前記第二の無端縁の位置決めが解除されたとき、少なくとも前記第一の無端縁が床面に
達するまで前記第二の無端縁の移動を許容する案内部材と
を備えたことを特徴とする日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項２】
　前記位置決め解除手段には、前記第二の無端縁の前記レールに対する位置決めを弾性的
に復帰させる復帰手段を設けたことを特徴とする請求項１記載の日射遮蔽装置の操作装置
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。
【請求項３】
　前記復帰手段は、前記操作コードが掛装されたエンドケースを前記位置決め解除手段に
向かって移送可能とした操作棒を備えたことを特徴とする請求項２記載の日射遮蔽装置の
操作装置。
【請求項４】
　前記位置決め解除手段は、
　前記レールに取着されて、前記コード支持部に設けられたエンドケースを弾性的に保持
する係止手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項５】
　前記コード支持部は、
　前記レールの端部に取着されるキャップと、
　前記操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持されるエンドケー
スと
を備え、
　前記位置決め解除手段は、
　前記キャップに設けられて、前記エンドケースを弾性的に保持する係止片を備えたこと
を特徴とする請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項６】
　前記キャップは前記レールの端部を覆う板状部を備え、前記係止片が前記板状部から突
出していることを特徴とする請求項５記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項７】
　前記キャップは前記板状部から突出する案内突起を備え、前記エンドケースは前記案内
突起を挿入可能な案内孔を備えることを特徴とする請求項６記載の日射遮蔽装置の操作装
置。
【請求項８】
　前記コード支持部は、
　前記レールの端部に取着した操作部と、
　前記操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持されるエンドケー
スと
を備え、
　前記位置決め解除手段は、
　前記操作部に設けられて、前記エンドケースを弾性的に保持する係止片を備えたことを
特徴とする請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項９】
　前記操作部には、前記操作コードを前記レールの端部から下方へ案内する案内ローラー
を設けたことを特徴とする請求項８に記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１０】
　前記レールの両端部に前記操作部を取着し、前記操作部に前記エンドケースをそれぞれ
保持し、前記レールの左端部に位置するエンドケースに掛装した操作コードを前記レール
の右端から垂下し、前記レールの右端部に位置するエンドケースに掛装した操作コードを
前記レールの左端から垂下したことを特徴とする請求項８又は９記載の日射遮蔽装置の操
作装置。
【請求項１１】
　前記コード支持部は、
　前記レールの長手方向中間部に取着されるセパレートストッパと、
　前記レールの右端部から垂下される操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移
動可能に支持される第一のエンドケースと、
　前記レールの左端部から垂下される操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移
動可能に支持される第二のエンドケースと
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を備え、
　前記位置決め解除手段は、
　前記セパレートストッパに設けられて、前記第一及び第二のエンドケースを弾性的に保
持する係止片を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１２】
　前記係止片は係止突部を備え、前記エンドケースは前記係止突部に係合可能な保持面を
備えることを特徴とする請求項５乃至１１のいずれか１項に記載の日射遮蔽装置の操作装
置。
【請求項１３】
　前記係止片との係合が解除された前記エンドケースは、前記保持面の高さ位置が前記係
止片と同じ高さ位置を維持された状態で、前記レールに沿って移動可能であることを特徴
とする請求項１２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１４】
　前記エンドケースには、前記操作コードが掛装される案内ローラーを設けたことを特徴
とする請求項３乃至１３のいずれか１項に記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１５】
　前記エンドケースを、前記レール内で移動可能に支持したことを特徴とする請求項３乃
至１４のいずれか１項に記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１６】
　前記エンドケースに、前記日射遮蔽材を回動操作する角度調節軸を挿通可能とした軸受
孔を設けたことを特徴とする請求項３乃至１５のいずれか１項に記載の日射遮蔽装置の操
作装置。
【請求項１７】
　前記位置決め解除手段は、
　前記操作コードを掛装したエンドケースに設けられて、該エンドケースを前記レールに
弾性的に保持する係止手段を備えたことを特徴とする請求項１又は２記載の日射遮蔽装置
の操作装置。
【請求項１８】
　前記係止手段は前記エンドケースに設けられた弾性片であり、同弾性片は、前記レール
の端部又は前記レールに形成された係止孔に係合することを特徴とする請求項１７記載の
日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項１９】
　前記位置決め解除手段は、
　前記操作コードが掛装される案内部を、前記レールに弾性的に保持したことを特徴とす
る請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項２０】
　前記コード支持部を、前記レールに対し移動可能に外嵌したことを特徴とする請求項１
又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項２１】
　前記案内部材に、前記日射遮蔽材の端部を吊下支持する吊下部を設けたことを特徴とす
る請求項１又は２記載の日射遮蔽装置の操作装置。
【請求項２２】
　前記位置決め解除手段は、前記日射遮蔽材の移送操作時に前記操作コードに作用する引
っ張り力を超える引っ張り力で前記第二の無端縁の前記レールに対する位置決めを解除す
るように構成されることを特徴とする請求項１乃至２１のいずれか１項に記載の日射遮蔽
装置の操作装置。
【請求項２３】
　日射遮蔽材を移動可能に支持するレールと、
　前記レール内を周回可能なようにレールに支持される無端状の操作コードであって、レ
ールに沿って互いに並行して延びる一対のコード部と、一対のコード部の第一端部同士の
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接続部分である第一の無端縁と、一対のコード部の第二端部同士の接続部分である第二の
無端縁とを有し、前記レールの一端から前記第一の無端縁が垂下されるとともに、前記第
二の無端縁がコード支持部を介して前記レール内に支持される、前記操作コードと、
　前記レール内を前記操作コードが周回することに伴い、前記レールに沿って移送される
日射遮蔽材と
を備えた日射遮蔽装置において、
　前記第二の無端縁における前記一対のコード部の双方に同方向の引張り力が作用したと
き、前記第二の無端縁の前記レールに対する位置決めを解除する位置決め解除手段を備え
たことを特徴とする日射遮蔽装置のコード支持部。
【請求項２４】
　日射遮蔽装置のレールの長手方向中間部に取着されるコード支持部であって、
　前記コード支持部に支持される操作コードは、前記レールに沿って周回可能なようにレ
ールに支持される無端状の操作コードであって、前記レールに沿って互いに並行して延び
る一対のコード部と、前記一対のコード部の第一端部同士の接続部分である第一の無端縁
と、前記一対のコード部の第二端部同士の接続部分である第二の無端縁とを有し、前記レ
ールの一端から前記第一の無端縁が垂下されるとともに、前記第二の無端縁が前記コード
支持部を介して前記レール内に支持されるものであり、
　前記操作コードは、第一の操作コードと第二の操作コードとを備え、
　前記コード支持部は、
　前記レールの右端部から垂下される第一の操作コードが掛装されるとともに、前記レー
ルに移動可能に支持される第一のエンドケースと、
　前記レールの左端部から垂下される第二の操作コードが掛装されるとともに、前記レー
ルに移動可能に支持される第二のエンドケースと、
　前記レールの長手方向中間部に設けられて、前記第一及び第二のエンドケースを弾性的
に保持する係止片とを備え、
　前記係止片は、前記第二の無端縁における前記一対のコード部の両方に作用する引っ張
り力で前記第二の無端縁の前記レールに対する位置決めを解除する
　ことを特徴とする日射遮蔽装置のコード支持部。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、縦型ブラインドやカーテン等の日射遮蔽装置の操作装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　縦型ブラインドは、ハンガーレール内を移動可能に支持された多数のランナーからそれ
ぞれスラットが回動可能に吊下支持されている。そして、操作装置の操作により、各ラン
ナーをハンガーレールに沿って移動させるスラットの引き出し操作及び畳み込み操作と、
スラットの回動操作を行うようになっている。
【０００３】
　操作装置の一種類として、スラットの移送操作をハンガーレールの一端に垂下される操
作コードで行い、スラットの角度調節操作を同じくハンガーレールの一端に垂下される操
作棒で行うようにしたものがある。
【０００４】
　操作コードは、無端状に形成されるとともに、ハンガーレール内をその全長に亘って周
回可能に引き回され、多数のランナーのうち、先頭を移動するリードランナーにのみ接続
されている。そして、操作コードの操作によりリードランナーを移動させて、後続のラン
ナーを追随させて移動させることによりスラットを引き出し、あるいはリードランナーで
後続のランナーを押し戻すことによりスラットをハンガーレールの一端部に畳み込むよう
になっている。
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【０００５】
　特許文献１には、ハンガーレール内に引き回した操作コードをリードランナーに接続し
、その操作コードの操作によりスラットの引き出し及び畳み込みを可能とした縦型ブライ
ンドが開示されている。
【０００６】
　特許文献２には、ハンガーレール内に２本の操作コードを引き回し、各操作コードの操
作により、スラットをハンガーレールの両端部から中央部に向かって引き出し、あるいは
ハンガーレールの両端部に向かって畳み込む両開きタイプの縦型ブラインドが開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－１８３２７５号公報
【特許文献２】特許３９０５８６４号公報
【特許文献３】実公平３－１７７４０号公報
【特許文献４】特許３５４５６４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記のような縦型ブラインドでは、無端状の操作コードがハンガーレールの一端から垂
下されている。このため、室内を移動する居住者等に操作コードが引っ掛かってその移動
を妨げたり、操作コードに引っ掛かった移動物体あるいは操作装置が破損したりすること
があった。
【０００９】
　特許文献３には、カーテンレール内に引き回した引きひもを掛装するプーリーに、引き
ひもの緊張度合いを調節する調節装置を備えたプーリーケースが開示されている。このよ
うなプーリーケースを備えたカーテンでは、カーテンレールから垂下される引きひもに居
住者等が引っ掛かると、引きひもの緊張度調節範囲で居住者等の移動を許容可能である。
【００１０】
　しかし、引きひもの緊張度調節範囲は限られているので、居住者の移動の妨害等を確実
に防止することができない。
【００１１】
　特許文献４に第二の実施形態として開示された縦型ブラインドでは、操作コードの一方
の端部はハンガーレールの端部に位置決めされたプーリーに掛装されているので、ハンガ
ーレールから垂下される操作コードに居住者等が引っ掛かると、居住者等の移動を妨げて
しまう。
【００１２】
　また、ハンガーレールから垂下されるピッチ駆動コードに居住者等が引っ掛かると、マ
グネット付きリードランナーがマグネット受けから外れても、マグネット付きリードラン
ナーとともに操作コードをハンガーレール内で周回させる状態となって、ピッチ駆動コー
ドの移動が妨げられる。従って、居住者等の移動の妨害等を確実に防止することができな
い。
【００１３】
　この発明の目的は、レール内で引き回される操作コードで遮蔽材を移送する日射遮蔽装
置において、居住者等の移動を操作コードで妨げないようにした日射遮蔽装置の操作装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、日射遮蔽装置の操作装置を提供する。日射遮蔽装置は、日射遮蔽材を移動可
能に支持するレールと、前記レールに沿って周回可能なようにレールに支持される無端状
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の操作コードであって、レールに沿って互いに並行して延びる一対のコード部と、一対の
コード部の第一端部同士の接続部分である第一の無端縁と、一対のコード部の第二端部同
士の接続部分である第二の無端縁とを有し、前記レールの一端から前記第一の無端縁が垂
下されるとともに、前記第二の無端縁がコード支持部を介して前記レール内に支持される
、前記操作コードと、前記レール内を前記操作コードが周回することに伴い、前記レール
に沿って移送される日射遮蔽材と、を備える。前記コード支持部は、前記第二の無端縁に
おける前記一対のコード部の両方に作用する引っ張り力で前記第二の無端縁の前記レール
に対する位置決めを解除する位置決め解除手段と、前記第二の無端縁の位置決めが解除さ
れたとき、少なくとも前記第一の無端縁が床面に達するまで前記第二の無端縁の移動を許
容する案内部材と、を備える。
【００１５】
　本発明の一態様では、前記位置決め解除手段には、前記第二の無端縁の前記レールに対
する位置決めを弾性的に復帰させる復帰手段を設けた。
【００１６】
　本発明の一態様では、前記復帰手段は、前記操作コードが掛装されたエンドケースを前
記位置決め解除手段に向かって移送可能とした操作棒を備えた。
【００１７】
　本発明の一態様では、前記位置決め解除手段は、前記レールに取着されて、前記コード
支持部に設けられたエンドケースを弾性的に保持する係止手段を備えた。
【００１８】
　本発明の一態様では、前記コード支持部は、前記レールの端部に取着されるキャップと
、前記操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持されるエンドケー
スとを備え、前記位置決め解除手段は、前記キャップに設けられて、前記エンドケースを
弾性的に保持する係止片を備えた。
【００１９】
　本発明の一態様では、前記キャップは前記レールの端部を覆う板状部を備え、前記係止
片が前記板状部から突出している。
【００２０】
　本発明の一態様では、前記キャップは前記板状部から突出する案内突起を備え、前記エ
ンドケースは前記案内突起を挿入可能な案内孔を備える。
【００２１】
　本発明の一態様では、前記コード支持部は、前記レールの端部に取着した操作部と、前
記操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持されるエンドケースと
を備え、前記位置決め解除手段は、前記操作部に設けられて、前記エンドケースを弾性的
に保持する係止片を備えた。
【００２２】
　本発明の一態様では、前記操作部には、前記操作コードを前記レールの端部から下方へ
案内する案内ローラーを設けた。
【００２３】
　本発明の一態様では、前記レールの両端部に前記操作部を取着し、前記操作部に前記エ
ンドケースをそれぞれ保持し、前記レールの左端部に位置するエンドケースに掛装した操
作コードを前記レールの右端から垂下し、前記レールの右端部に位置するエンドケースに
掛装した操作コードを前記レールの左端から垂下した。
【００２４】
　本発明の一態様では、前記コード支持部は、前記レールの長手方向中間部に取着される
セパレートストッパと、前記レールの右端部から垂下される操作コードが掛装されるとと
もに、前記レールに移動可能に支持される第一のエンドケースと、前記レールの左端部か
ら垂下される操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持される第二
のエンドケースとを備え、前記位置決め解除手段は、前記セパレートストッパに設けられ
て、前記第一及び第二のエンドケースを弾性的に保持する係止片を備えた。
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【００２５】
　本発明の一態様では、前記係止片は係止突部を備え、前記エンドケースは前記係止突部
に係合可能な保持面を備える。
【００２６】
　本発明の一態様では、前記係止片との係合が解除された前記エンドケースは、前記保持
面の高さ位置が前記係止片と同じ高さ位置を維持された状態で、前記レールに沿って移動
可能である。
【００２７】
　本発明の一態様では、前記エンドケースには、前記操作コードが掛装される案内ローラ
ーを設けた。
【００２８】
　本発明の一態様では、前記エンドケースを、前記レール内で移動可能に支持した。
【００２９】
　本発明の一態様では、前記エンドケースに、前記日射遮蔽材を回動操作する角度調節軸
を挿通可能とした軸受孔を設けた。
【００３０】
　本発明の一態様では、前記位置決め解除手段は、前記操作コードを掛装したエンドケー
スに設けられて、該エンドケースを前記レールに弾性的に保持する係止手段を備えた。
【００３１】
　本発明の一態様では、前記係止手段は前記エンドケースに設けられた弾性片であり、同
弾性片は、前記レールの端部又は前記レールに形成された係止孔に係合する。
【００３２】
　本発明の一態様では、前記位置決め解除手段は、前記操作コードが掛装される案内部を
、前記レールに弾性的に保持した。
【００３３】
　本発明の一態様では、前記コード支持部を、前記レールに対し移動可能に外嵌した。
【００３４】
　本発明の一態様では、前記案内部材に、前記日射遮蔽材の端部を吊下支持する吊下部を
設けた。
【００３５】
　本発明の一態様では、前記位置決め解除手段は、前記日射遮蔽材の移送操作時に前記操
作コードに作用する引っ張り力を超える引っ張り力で前記第二の無端縁の前記レールに対
する位置決めを解除するように構成される。
【００３６】
　本発明はまた、日射遮蔽装置のコード支持部を提供する。日射遮蔽装置は、日射遮蔽材
を移動可能に支持するレールと、前記レール内を周回可能なようにレールに支持される無
端状の操作コードであって、レールに沿って互いに並行して延びる一対のコード部と、一
対のコード部の第一端部同士の接続部分である第一の無端縁と、一対のコード部の第二端
部同士の接続部分である第二の無端縁とを有し、前記レールの一端から前記第一の無端縁
が垂下されるとともに、前記第二の無端縁がコード支持部を介して前記レール内に支持さ
れる、前記操作コードと、前記レール内を前記操作コードが周回することに伴い、前記レ
ールに沿って移送される日射遮蔽材と、を備える。前記コード支持部は、前記第二の無端
縁における前記一対のコード部の双方に同方向の引張り力が作用したとき、前記第二の無
端縁の前記レールに対する位置決めを解除する位置決め解除手段を備える。
【００３７】
　本発明はさらに、日射遮蔽装置のレールの長手方向中間部に取着されるコード支持部を
提供する。前記コード支持部に支持される操作コードは、前記レールに沿って周回可能な
ようにレールに支持される無端状の操作コードであって、前記レールに沿って互いに並行
して延びる一対のコード部と、前記一対のコード部の第一端部同士の接続部分である第一
の無端縁と、前記一対のコード部の第二端部同士の接続部分である第二の無端縁とを有し
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、前記レールの一端から前記第一の無端縁が垂下されるとともに、前記第二の無端縁が前
記コード支持部を介して前記レール内に支持されるものである。前記操作コードは、第一
の操作コードと第二の操作コードとを備える。同コード支持部は、前記レールの右端部か
ら垂下される第一の操作コードが掛装されるとともに、前記レールに移動可能に支持され
る第一のエンドケースと、前記レールの左端部から垂下される第二の操作コードが掛装さ
れるとともに、前記レールに移動可能に支持される第二のエンドケースと、前記レールの
長手方向中間部に設けられて、前記第一及び第二のエンドケースを弾性的に保持する係止
片とを備える。前記係止片は、前記第二の無端縁における前記一対のコード部の両方に作
用する引っ張り力で前記第二の無端縁の前記レールに対する位置決めを解除する。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、レール内で引き回される操作コードで遮蔽材を移送する日射遮蔽装置
において、居住者等の移動を操作コードで妨げないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】片開き型の縦型ブラインドを示す正面図である。
【図２】片開き型の縦型ブラインドを示す側面図である。
【図３】片開き型の縦型ブラインドの操作装置を示す正面図である。
【図４】片開き型の縦型ブラインドの操作装置を示す平面図である。
【図５】片開き型の縦型ブラインドの操作装置を示す側面図である。
【図６】キャップとエンドケースを示す分解斜視図である。
【図７】操作装置の動作を示す平面図である。
【図８】第二の実施形態を示す正面図である。
【図９】第二の実施形態を示す平面図である。
【図１０】第三の実施形態を示す正面図である。
【図１１】第三の実施形態を示す平面図である。
【図１２】第一の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１３】第一の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１４】第四の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１５】第四の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１６】第五の実施形態を示す断面図である。
【図１７】第五の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１８】第五の実施形態の動作を示す概略図である。
【図１９】第六の実施形態の動作を示す概略図である。
【図２０】第六の実施形態の動作を示す概略図である。
【図２１】第七の実施形態を示す斜視図である。
【図２２】第七の実施形態を示す断面図である。
【図２３】第七の実施形態を示す平面図である。
【図２４】第七の実施形態を示す断面図である。
【図２５】第七の実施形態の動作を示す断面図である。
【図２６】第八の実施形態の概要を示す斜視図である。
【図２７】第八の実施形態を示す断面図である。
【図２８】第八の実施形態を示す断面図である。
【図２９】第八の実施形態を示す底面図である。
【図３０】第八の実施形態の動作を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　（第一の実施形態）
　以下、この発明を具体化した第一の実施形態を図面に従って説明する。この実施形態は
、スラットをハンガーレールの一端側から他端側に向かって引き出し、あるいは他端側か
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ら一端側に向かって畳み込む片開き型の縦型ブラインドを示す。
【００４１】
　図１～図４に示す縦型ブラインドは、ハンガーレール１内に多数のランナー２が移動可
能に支持され、各ランナー２に設けられるフック３からスラット４がそれぞれ吊下支持さ
れている。
【００４２】
　前記ハンガーレール１の右端には操作部５が取着され、その操作部５から前記スラット
４を角度調節するための操作棒６が垂下されている。そして、操作棒６を回転操作すると
、操作部５内のギヤボックスを介してハンガーレール１内に回転可能に支持された角度調
節軸が回転され、各ランナー２内のウォーム機構を介して前記フック３が回動される。従
って、操作棒６の回転操作により、各スラット４が同位相で回動されるになっている。
【００４３】
　前記スラット４は、前記操作部５から垂下される無端状の操作コード７の操作により、
ハンガーレール１に沿って引き出し及び畳み込み操作可能となっている。前記操作コード
７は、ハンガーレール１に沿って互いに並行して延びる一対のコード部と、一対のコード
部の第一端部同士の接続部分である第一の無端縁と、一対のコード部の第二端部同士の接
続部分である第二の無端縁とを有している。一方の無端縁（第一の無端縁）が前記操作部
から垂下され、図３及び図４に示すように、一対のコード部がその第一の無端縁から、前
記操作部５に支持された案内ローラー８を経てハンガーレール１内の前後両側部に案内さ
れる。そして、他方の無端縁（第二の無端縁）がハンガーレール１の左端に取着されるコ
ード支持部９に掛装されている。
【００４４】
　そして、操作部５から垂下される操作コード７を操作すると、ハンガーレール１内で前
後に位置する操作コード７の一対のコード部が互いに逆方向に移動するようになっている
。
【００４５】
　前記ランナー２のうち、前記操作部５に最も近いランナーは先頭ランナー２ａであり、
その先頭ランナー２ａに、前記ハンガーレール１内で操作コード７の一対のコード部のう
ち前方に位置するコード部が接続されている。
【００４６】
　従って、前方のコード部が図４に示す矢印Ａ方向に移動すると、先頭ランナー２ａが矢
印Ａ方向に移動し、矢印Ｂ方向に移動すると先頭ランナー２ａが矢印Ｂ方向に移動する。
【００４７】
　前記各ランナー２，２ａはスペーサー１０で連結され、そのスペーサー１０で設定され
た各ランナー２，２ａの最大離間距離は等間隔に設定されている。前記ハンガーレール１
の最も左端側に位置するランナー２はエンドスペーサー１０ａで前記コード支持部９との
最大離間距離が設定されている。エンドスペーサー１０ａで設定される最大離間距離は、
他のスペーサー１０の半分に設定されている。
【００４８】
　このような構成により、操作コード７の操作に基づいて先頭ランナー２ａが矢印Ａ方向
に移動すると、後続のランナー２が同方向に順次引き出され、スラット４がハンガーレー
ルの右端に向かって引き出される。
【００４９】
　また、先頭ランナー２ａが矢印Ｂ方向に移動すると、先頭ランナー２ａにより後続のラ
ンナー２が同方向に順次押し戻され、スラット４がハンガーレールの左端に向かって畳み
込まれる。
【００５０】
　次に、前記コード支持部９の具体的構成を図５及び図６に従って説明する。コード支持
部９は、ハンガーレール１の端部に嵌合可能としたキャップ１１と、そのキャップ１１に
取着されるエンドケース１２とで構成される。前記キャップ１１とエンドケース１２はと
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もに弾性を有する合成樹脂で形成される。
【００５１】
　前記キャップ１１は、前記ハンガーレール１の端部を覆う板状部１５を備え、前記ハン
ガーレール１に対向する側面の上部及び下部に、ハンガーレール１への嵌合位置を案内す
る上部案内片１６と下部案内片１７が設けられている。
【００５２】
　前記板状部１５の前後両側部には、前記案内片１６，１７と同方向に突出する一対の係
止片（復帰手段又は復帰部材）１８ａ，１８ｂが形成され、その係止片１８ａ，１８ｂの
先端部には互いに対向する方向に山形に突出する係止突部１９がそれぞれ形成されている
。
【００５３】
　前記上部案内片１６の中央部には、キャップ１１を前記ハンガーレール１に固定するた
めのネジ孔１０４が形成されている。また、上部案内片１６の下方には、キャップ１１か
ら水平方向に延びる四角軸状の案内突起１０５が形成されている。また、前記案内突起１
０５の前後両側には、前記エンドスペーサー１０ａの後記案内ローラー２５に掛装される
操作コード７を案内するガイド部１０６が形成されている。
【００５４】
　案内部材としての前記エンドケース１２には、前記キャップ１１の係止片１８ａ，１８
ｂ間に嵌挿可能とした嵌合部２０及び嵌合片２１が形成されている。嵌合部２０には前記
係止片１８ａの係止突部１９に係合する段差部（保持面）２２が形成され、嵌合片２１に
は前記係止片１８ｂの係止突部１９に係合する保持面１０２が形成されている。前記嵌合
部２０には、前記角度調節軸を回転可能に且つ軸方向に相対移動可能に支持する軸受孔２
３が形成されている。
【００５５】
　前記嵌合部２０及び嵌合片２１の下方には、前記操作コード７を挿通可能とする筒状部
２４が形成され、その筒状部２４内に図４及び図５に示すように、操作コード７が掛装さ
れる一対の案内ローラー２５が回転可能に支持されている。
【００５６】
　そして、案内ローラー２５に操作コード７を掛装した状態でエンドケース１２の嵌合部
２０及び嵌合片２１を係止片１８ａ，１８ｂ間に挿入すると、係止片１８ａ，１８ｂが拡
開されながら嵌合部２０及び嵌合片２１と相対移動し、やがて係止突部１９が段差部２２
及び嵌合片２１の保持面１０２に弾性的に係合する。すると、エンドケース１２がキャッ
プ１１に保持される。
【００５７】
　前記嵌合片２１と嵌合部２０との間には、前記エンドスペーサー１０ａを保持するスペ
ーサー保持部１０３が形成されている。前記エンドケース１２の下面の前後両側には、下
方に突出する脚部１０１が形成されている。前記嵌合部２０には、前記軸受孔２３の側方
に、前記案内突起１０５を嵌挿可能とした四角孔（案内孔）１０８が形成されている。
【００５８】
　前記エンドケース１２をキャップ１１に取着するには、下部案内片１７を筒状部２４の
下面と脚部１０１に沿わせながら、案内突起１０５を四角孔１０８に嵌挿する。そして、
係止片１８ａ，１８ｂの係止突部１９を保持面１０２及び段差部２２に嵌合すると、エン
ドケース１２がキャップ１１に弾性的に保持される。
【００５９】
　このような構成により、エンドケース１２は下部案内片１７と案内突起１０５により安
定して支持される。また、下部案内片１７を筒状部２４の下面と脚部１０１に沿わせなが
ら案内できるので、さらに安定して案内される。
【００６０】
　また、エンドケース１２がキャップ１１から離脱した後に、案内突起１０５と下部案内
片１７により、エンドケース１２をキャップ１１に保持する状態に復帰させることが容易
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となる。
【００６１】
　エンドケース１２を保持する保持力は、通常のスラット引き出し操作あるいは畳み込み
操作時に操作コード７に作用する引っ張り力に基づいて、ローラー２５に作用する引張り
力Ｐ（図４参照）では、エンドケース１２がキャップ１１から外れないような保持力が確
保されている。また、前記引張り力Ｐを超える力が操作コード７の一対のコード部の双方
からエンドケース１２に作用すると、キャップ１１の係止片１８ａ，１８ｂとエンドケー
ス１２の嵌合部２０及び嵌合片２１との係合が外れ、エンドケース１２がキャップ１１か
ら離脱するようになっている。キャップ１１の係止片１８ａ，１８ｂ及びエンドケース１
２は、位置決め解除手段又は位置決め解除機構として機能する。
【００６２】
　前記エンドケース１２の筒状部２４は、図５に示すように、前記ハンガーレール１の底
辺２６と、ハンガーレール１の内側面から突出されるリブ２７との間に挿通されている。
従って、エンドケース１２とキャップ１１との係合が外れると、エンドケース１２はハン
ガーレール１内を移動可能である。なおエンドケース１２の移動時、エンドケース１２の
嵌合部２０及び嵌合片２１（詳細には、段差部２２及び保持面１０２）の高さ位置は、キ
ャップ１１の係止片１８ａ，１８ｂ（詳細には、係止突部１９）と同じ高さ位置を維持さ
れる。すなわち、エンドケース１２がキャップ１１に係合された状態とキャップ１１から
離脱した状態とのいずれにおいても、エンドケース１２のキャップ１１に対する高さ方向
の位置関係は変化しない。
【００６３】
　このように構成されたコード支持部９をハンガーレール１に取着するには、ハンガーレ
ール１の左端において、操作コード７の無端縁をエンドケース１２の案内ローラー２５に
掛装し、そのエンドケース１２をハンガーレール１の左端に取着したキャップ１１に取着
する。
【００６４】
　すると、操作コード７の他方の無端縁がハンガーレール１の左端に支持され、ハンガー
レール１の右端から垂下される操作コード７を操作すると、ハンガーレール１内で操作コ
ード７が移動する。
【００６５】
　図１２に示すように、ハンガーレール１から垂下される操作コード７の無端縁は、床面
Ｆから高さＨで吊下支持されて、操作の利便性が図られるとともに、床面Ｆとの接触によ
る操作コード７の汚損が防止されている。
【００６６】
　次に、上記のように構成された縦型ブラインドの作用を説明する。
【００６７】
　ハンガーレール１から垂下される操作コード７の操作に基づいて、ハンガーレール１内
で操作コード７が矢印Ａ方向に移動すると、先頭ランナー２ａが同方向に移動して、スラ
ット４がハンガーレール１の右端側に向かって引き出される。
【００６８】
　操作コード７の操作に基づいて、ハンガーレール１内で操作コード７が矢印Ｂ方向に移
動すると、先頭ランナー２ａが同方向に移動して、スラット４がハンガーレール１の左端
側に向かって畳み込まれる。また、操作棒６を回転操作すると、各スラット４が同位相で
回動される。
【００６９】
　ハンガーレール１の右端から垂下される操作コード７に居住者等の移動物体が引っ掛か
ると、ハンガーレール１内の前後で引き回される操作コード７における一対のコード部に
はともにハンガーレール１の右端側に向かって引っ張り力が作用し、エンドケース１２に
は通常操作時より大きい力となって作用する。
【００７０】
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　すると、図７に示すように、エンドケース１２がキャップ１１から外れて、ハンガーレ
ール１の右端側に移動する。この結果、ハンガーレール１の右端から垂下される操作コー
ド７の長さが長くなり、居住者等の移動が許容される。
【００７１】
　このとき、図１３に示すように、エンドケース１２の最大移動距離Ｌは、先頭ランナー
２ａと各ランナー２がハンガーレール１の右端側で操作部５とエンドケース１２との間に
畳み込まれた状態でのハンガーレール１の左端とエンドケース１２との距離となる。
【００７２】
　この最大移動距離Ｌは、図１２に示す操作コード７の無端縁の床面Ｆからの高さより充
分に長く、エンドケース１２が最大移動距離Ｌを移動すると、操作部５から垂下される操
作コード７の無端縁は床面Ｆ上で弛んだ状態となる。従って、操作コード７に居住者等の
移動物体が引っ掛かったとき、操作コード７の無端縁が床面Ｆに達するまで引き出され、
引っ掛かりが容易に解除される。
【００７３】
　また、操作コード７と居住者等との引っ掛かりを解除した後、再度エンドケース１２を
ハンガーレール１に沿って移動させてキャップ１１に保持すれば、操作コード７の操作に
よりスラット４を移送し得る状態に復帰する。
【００７４】
　上記のように構成された縦型ブラインドの操作装置では、次に示す効果を得ることがで
きる。
【００７５】
　（１）ハンガーレール１から垂下される操作コード７に居住者等が引っ掛かると、エン
ドケース１２がキャップ１１から離脱して、ハンガーレール１から垂下される操作コード
７の長さを長くすることができる。従って、居住者等の移動を直ちに妨げることはない。
【００７６】
　（２）エンドケース１２の最大移動距離Ｌを、操作コード７の無端縁の床面Ｆからの高
さＨより大きく設定することにより、居住者等への操作コード７の引っ掛かりを容易に解
除することができる。
【００７７】
　（３）エンドケース１２がキャップ１１から外れた後は、エンドケース１２をキャップ
１１に再度弾性的に嵌着して、操作コード７でスラット４を移送し得る状態に容易に復帰
させることができる。
【００７８】
　（第二の実施形態）
　図８及び図９は、第二の実施形態を示す。この実施形態は、ハンガーレールの両端部に
操作コードを垂下し、各操作コードの操作により、スラットをハンガーレールの右端側及
び左端側へのいずれにも引き出し可能とし、かつ畳み込み可能としたものである。第一の
実施形態と同一構成部分は同一符号を付して説明する。
【００７９】
　図８及び図９に示すように、ハンガーレール１の左右両端部には操作部３１ａ，３１ｂ
がそれぞれ取着され、その操作部３１ａ，３１ｂから操作棒６がそれぞれ垂下されている
。そして、いずれの操作棒６を操作しても、各ランナー２，２ａ，２ｂから垂下されるス
ラットを同位相で回動操作可能である。
【００８０】
　前記操作部３１ａ，３１ｂから無端状の操作コード３２ａ，３２ｂがそれぞれ垂下され
ている。操作コード３２ａは、操作部３１ａ内の案内ローラー３３を経てハンガーレール
１内に案内され、その他方の無端縁が前記操作部３１ｂに保持されるエンドケース３４の
案内ローラー３５に掛装されている。そして、ハンガーレール１内で最も右端側に位置す
る先頭ランナー２ａがハンガーレール１内を引き回される操作コード３２ａの前方又は後
方のコード部のうちの一方に取着されている。
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【００８１】
　前記エンドケース３４は操作部３１ｂに対し、第一の実施形態のエンドケース１２とキ
ャップ１１と同様な構成により、弾性的に保持されている。
【００８２】
　操作コード３２ｂは、操作部３１ｂ内の案内ローラー３６を経てハンガーレール１内に
案内され、その他方の無端縁が前記操作部３１ａに保持されるエンドケース３７の案内ロ
ーラー３８に掛装されている。そして、ハンガーレール１内で最も左端側に位置する先頭
ランナー２ｂがハンガーレール１内を引き回される操作コード３２ｂの前方又は後方のコ
ード部のうちの一方に取着されている。
【００８３】
　前記エンドケース３７は操作部３１ａに対し、第一の実施形態のエンドケース１２とキ
ャップ１１と同様な構成により、弾性的に保持される。
【００８４】
　次に、上記のように構成された縦型ブラインドの作用を説明する。
【００８５】
　ハンガーレール１の右端に垂下される操作コード３２ａを操作すると、先頭ランナー２
ｂが移動して、スラットがハンガーレール１の右端側に引き出され、あるいはハンガーレ
ール１の左端側に畳み込まれる。
【００８６】
　ハンガーレール１の左端に垂下される操作コード３２ｂを操作すると、先頭ランナー２
ａが移動して、スラットがハンガーレール１の左端側に引き出され、あるいはハンガーレ
ール１の右端側に畳み込まれる。
【００８７】
　ハンガーレール１から垂下される操作コード３２ａに居住者等が引っ掛かると、操作部
３１ｂからエンドケース３４が離脱して、ハンガーレール１から垂下される操作コード３
２ａの長さが長くなる。
【００８８】
　また、ハンガーレール１から垂下される操作コード３２ｂに居住者等が引っ掛かると、
操作部３１ａからエンドケース３７が離脱して、操作コード３２ｂのハンガーレール１か
ら垂下される長さが長くなる。
【００８９】
　上記のように構成された縦型ブラインドの操作装置では、第一の実施形態で得られた効
果に加えて、次に示す効果を得ることができる。
【００９０】
　（１）ハンガーレール１の両端から垂下される操作コード３２ａ，３２ｂのいずれに居
住者等が引っ掛かっても、その移動を直ちに妨げることはない。
【００９１】
　（２）操作部３１ａ，３１ｂと一体に係止片を設けたので、部品点数の増大を抑えて量
産に好適であるとともに、小型化を図ることができる。
【００９２】
　（第三の実施形態）
　図１０及び図１１は、第三の実施形態を示す。この実施形態は、スラットをハンガーレ
ールの両端部から長手方向中央部に畳み込み、長手方向中央部から両端部に向かって引き
出すセパレート型の縦型ブラインドを示す。先頭ランナーをハンガーレールの両端側に設
ければ、スラットをハンガーレールの両端部から中央部に向かって移送する仕様とするこ
ともできる。
【００９３】
　ハンガーレール１の両端部には、操作部４１ａ，４１が取着され、その操作部４１ａ，
４１ｂから無端状の操作コード４２ａ，４２ｂがそれぞれ垂下されている。
【００９４】
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　前記操作コード４２ａは、操作部４１ａ内の案内ローラー４３を経てハンガーレール１
内に案内され、その他方の無端縁がハンガーレール１の長手方向中央部に保持されるエン
ドケース４４の案内ローラー４５に掛装されている。
【００９５】
　そして、ハンガーレール１内を引き回される操作コード４２ａの前方又は後方のコード
部のうちの一方がハンガーレール１内で最も右端側に位置する先頭ランナー２ａに取着さ
れている。
【００９６】
　前記エンドケース４４は、ハンガーレール１の長手方向中央部に固定されたセパレート
ストッパ４６に対し、第一の実施形態のエンドケース１２及びキャップ１１と同様な構成
により、弾性的に保持されている。セパレートストッパ４６は、その中央部に形成された
ネジ孔１０７に螺入されるネジでハンガーレール１に固定されている。
【００９７】
　操作コード４２ｂは、操作部４１ｂ内の案内ローラー４７を経てハンガーレール１内に
案内され、その他方の無端縁が前記セパレートストッパ４６に保持されるエンドケース４
８の案内ローラー４９に掛装されている。そして、ハンガーレール１内を引き回される操
作コード４２ｂの前方又は後方のコード部のうちの一方がハンガーレール１内で最も左端
側に位置する先頭ランナー２ｂに取着されている。
【００９８】
　前記エンドケース４８は、前記セパレートストッパ４６に対し、第一の実施形態のエン
ドケース１２及びキャップ１１と同様な構成により、弾性的に保持されている。
【００９９】
　スラットを回動操作する角度調節軸を、セパレートストッパ４６に２本支持して、セパ
レートストッパ４６の両側に吊下支持されるスラットをハンガーレール１の両端部に垂下
される操作棒でそれぞれ独立して回動操作可能としてもよい。
【０１００】
　図１０及び図１１でスラットを回動操作する操作棒は図示していないが、ハンガーレー
ル１の両端部にそれぞれ吊下支持され、その操作棒を操作してスラットの移送が可能であ
る。また、エンドケース４４，４８はハンガーレール１に沿って移送可能であり、操作棒
を操作してエンドケース４４，４８をハンガーストッパ４６に向かって押圧すると、エン
ドケース４４，４８がハンガーストッパ４６に保持される状態に容易に復帰する。
【０１０１】
　次に、上記のように構成された縦型ブラインドの作用を説明する。
【０１０２】
　ハンガーレール１の右端に垂下される操作コード４２ａを操作すると、先頭ランナー２
ａが移動して、スラットがハンガーレール１の右端に向かって引き出され、あるいはハン
ガーレール１の長手方向中央部に畳み込まれる。
【０１０３】
　ハンガーレール１の左端に垂下される操作コード４２ｂを操作すると、先頭ランナー２
ｂが移動して、スラットがハンガーレール１の左端に向かって引き出され、あるいはハン
ガーレール１の長手方向中央部に畳み込まれる。
【０１０４】
　ハンガーレール１から垂下される操作コード４２ａに居住者等が引っ掛かって、ハンガ
ーレール１の前後に引き回される操作コード４２ａの一対のコード部に同方向の引張り力
が作用すると、セパレートストッパ４６からエンドケース４４が離脱して矢印Ｃ方向に移
動し、ハンガーレール１から垂下される操作コード４２ａの長さが長くなる。
【０１０５】
　また、ハンガーレール１から垂下される操作コード４２ｂに居住者等が引っ掛かると、
セパレートストッパ４６からエンドケース４８が離脱して矢印Ｄ方向に移動し、ハンガー
レール１から垂下される操作コード４２ｂの長さが長くなる。
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【０１０６】
　操作コード４２ａ，４２ｂが長くなる長さは、操作コード４２ａ，４２ｂの無端縁と床
面との距離より大きく設定されているので、居住者等の移動を阻害しない。
【０１０７】
　上記のように構成された縦型ブラインドの操作装置では、第一の実施形態で得られた効
果に加えて、次に示す効果を得ることができる。
【０１０８】
　（１）ハンガーレール１の両端から垂下される操作コード４２ａ，４２ｂで、ハンガー
レール１の左右に位置する複数のスラットを独立して操作可能としたセパレート型の縦型
ブラインドにおいて、操作コード４２ａ，４２ｂのいずれに居住者等が引っ掛かっても、
その移動を直ちに妨げることはない。
【０１０９】
　（２）操作棒を操作してエンドケース４４，４８をセパレートストッパ４６に保持させ
る状態に容易に復帰させることができる。操作棒をエンドケース４４，４８の近傍で垂下
させると、復帰作業がさらに容易である。
【０１１０】
　（３）セパレートストッパ４６に角度調節軸の軸受けと係止片とを一体に設けたので、
不品点数が増加せず、量産に好適であるとともに小型化を図ることができる。
【０１１１】
　（４）セパレートストッパ４６をハンガーレール１内で移動可能に挿入したので、セパ
レートストッパ４６の両側にエンドケース４４，４６を組み付けて、ハンガーレール１の
中央部に移動させることにより、セパレートストッパ及びエンドケース４４，４６の組み
立てが容易である。
【０１１２】
　（第四の実施形態）
　図１４及び図１５は、第四の実施形態を示す。この実施形態は、操作コードの操作によ
り、ハンガーレールの両端部から長手方向中央部に向かってスラットを引き出し、ハンガ
ーレールの長手方向中央部から両端部に向かってスラットを畳み込む両開き型の縦型ブラ
インドにこの発明を具体化したものである。第一の実施形態と同一構成部分は同一符号を
付して説明する。
【０１１３】
　図１４に示すように、ハンガーレール１の中間部には先頭ランナー２ｃ，２ｄが移動可
能に支持され、先頭ランナー２ｃと操作部５との間及び先頭ランナー２ｄとキャップ１１
との間には多数のランナー２が移動可能に支持されている。
【０１１４】
　ハンガーレール１内を周回可能に引き回される操作コード７は、例えばハンガーレール
１内で前方に配設されるコード部に先頭ランナー２ｃが接続され、後方に配設されるコー
ド部に先頭ランナー２ｄが接続される。その他の構成は、第一の実施形態と同様である。
【０１１５】
　このような縦型ブラインドでは、操作コード７を一方へ操作すると、先頭ランナー２ｃ
がハンガーレール１の右端に向かって移動するとともに、先頭ランナー２ｄがハンガーレ
ール１の左端に向かって移動して、スラット４がハンガーレール１の両端部に向かって畳
み込まれる。
【０１１６】
　また、操作コード７を他方へ操作すると、先頭ランナー２ｃ，２ｄがハンガーレール１
の長手方向中央部に向かって移動して、スラット４がハンガーレール１の長手方向中央部
に向かって引き出される。
【０１１７】
　操作部５から垂下される操作コード７に居住者等の移動物体が引っ掛かると、ハンガー
レール１内の前後で引き回される両方のコード部にはともにハンガーレール１の右端側に
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向かって引っ張り力が作用する。エンドケース１２には通常操作時より大きい力となって
作用する。
【０１１８】
　すると、図１５に示すように、エンドケース１２がキャップ１１から外れて、ハンガー
レール１の右端側に移動する。この結果、ハンガーレール１の右端から垂下される操作コ
ード７の長さが長くなり、居住者等の移動が許容される。
【０１１９】
　このとき、エンドケース１２の最大移動距離Ｌは、先頭ランナー２ｃと操作部５との間
の各ランナー２と先頭ランナー２ｃ，２ｄとがハンガーレール１の右端側に畳み込まれる
までの距離となる。
【０１２０】
　この最大移動距離Ｌは、図１４に示す操作コード７の無端縁の床面Ｆからの高さより充
分に長く、エンドケース１２が最大移動距離Ｌを移動すると、図１５に示すように、操作
部５から垂下される操作コード７の無端縁は床面Ｆ上で弛んだ状態となる。従って、操作
コード７に居住者等の移動物体が引っ掛かったとき、操作コード７の無端縁が床面Ｆに達
するまで引き出され、引っ掛かりが容易に解除される。
【０１２１】
　上記のように構成された縦型ブラインドの操作装置では、第一の実施形態で得られた効
果に加えて、次に示す効果を得ることができる。
【０１２２】
　（１）ハンガーレール１から垂下される一本の操作コード７で、スラット４をハンガー
レール１の両端部に同時に畳み込み、ハンガーレール１の長手方向中間部に向かって引き
出す両開き型の縦型ブラインドにおいて、操作コード７に居住者等が引っ掛かっても、そ
の移動を妨げることはない。
【０１２３】
　（第五の実施形態）
　図１６～図１８は、第五の実施形態を示す。この実施形態は、ハンガーレールの端部で
操作コードを周回可能に支持するエンドケースの別例を示す。
【０１２４】
　図１６及び図１７に示すように、操作コード７が掛装されるエンドケース５１は、その
上部に弾性片５２が形成され、その弾性片５２の先端部に形成された突起５３がハンガー
レール１の上面に形成された係止孔５４に係合している。弾性片５２は、エンドケース５
１をハンガーレール１に弾性的に保持する係止手段又は係止部材である。
【０１２５】
　エンドケース５１の下部には、操作コード７を半円弧状に反転させる案内溝５５が形成
され、その案内溝５５に操作コード７が掛装されている。
【０１２６】
　このような構成により、通常時には突起５３と係止孔５４との係合により、エンドケー
ス５１がハンガーレール１の端部に保持される。そして、操作コード７が案内溝５５に沿
って反転されながら移動する。
【０１２７】
　操作コード７に居住者などが引っ掛かって、エンドケース５１に掛装される操作コード
７の一対のコード部の双方に大きな引張り力が作用すると、弾性片５２の突起５３と係止
孔５４との係合が外れ、図１８に示すように、ハンガーレール１内を摺動しながら移動す
る。
【０１２８】
　このような構成により、常にはハンガーレール１の端部に保持されるエンドケース５１
の前後両方に引張り力が作用したとき、エンドケース５１を操作コード７による引っ張り
方向に移動させることができる。
【０１２９】
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　上記のように構成された操作装置では、次に示す効果を得ることができる。
【０１３０】
　（１）エンドケース５１の設置位置は、係止孔５４を設ける位置で決定することができ
るため、ハンガーレール１の端部から離れた位置やハンガーレール１の中央部に設定する
こともできる。
【０１３１】
　（２）ハンガーレール１の端部キャップは必ずしも必要ではなく、省略して部品点数を
削減することができる。
【０１３２】
　なお、係止孔５４を設けず、弾性片５２の突起５３をハンガーレール１の端部に係止さ
せる構成としてもよい。
【０１３３】
　（第六の実施形態）
　図１９及び図２０は、第六の実施形態を示す。この実施形態は、エンドケース６１をキ
ャップ１１に保持する手段として磁石６２ａ，６２ｂを使用したものである。
【０１３４】
　互いに対向するエンドケース６１の端面とキャップ１１の端面には、互いに吸着しあう
磁石６２ａ，６２ｂが取着されている。操作コード７を案内する案内溝５５は、第五の実
施形態と同様である。
【０１３５】
　このような構成により、通常時には磁石６２ａ，６２ｂの吸着により、エンドケース６
１がハンガーレール１の端部に保持される。そして、操作コード７が案内溝５５に沿って
反転されながら移動する。
【０１３６】
　操作コード７に居住者等が引っ掛かって、エンドケース６１に掛装される操作コード７
の一対のコード部の双方に大きな引張り力が作用すると、磁石６２ａ，６２ｂの吸着が外
れ、図２０に示すように、ハンガーレール１内を摺動しながら移動する。
【０１３７】
　従って、常にはハンガーレール１の端部に保持されるエンドケース６１に大きな引張り
力が作用したとき、エンドケース６１を操作コード７による引っ張り方向に移動させるこ
とができる。
【０１３８】
　ハンガーレール１から垂下される操作コード７の一対のコード部の両方がハンガーレー
ル１から引き出される長さは、操作コード７の無端縁と床面との距離より大きく設定され
ているので、居住者等の移動を阻害しない。
【０１３９】
　また、操作コード７と居住者等との引っ掛かりが解除された後は、エンドケース６１の
磁石６２ａをキャップ１１の磁石６２ｂに吸着させれば、ハンガーレール１内で操作コー
ドを周回させ得る状態に容易に復帰させることができる。
【０１４０】
　（第七の実施形態）
　図２１～図２５は、第七の実施形態を示す。この実施形態は、この出願の発明をカーテ
ンの操作装置に具体化したものである。
【０１４１】
　図２１に示すカーテンの操作装置は、カーテンレール７１の一端に第一のコード支持部
７２が設けられ、他端に第二のコード支持部７３が設けられている。カーテンレール７１
内には無端状の操作コード７が周回可能に引き回され、その操作コード７の一方の無端縁
は第二のコード支持部７３から垂下されるとともに、錘７４が掛装されてカーテンレール
７１内の操作コードが緊張されている。
【０１４２】
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　図２１は、両開きのカーテンの右側のカーテン生地を移送する先頭ランナー７６及びラ
ンナー７６のみを示し、左側のカーテン生地を移送する先頭ランナー及びランナーの図示
を省略している。左側のカーテン生地の左端部のカーテンフックが吊下部７９に吊下支持
される。
【０１４３】
　操作コード７の他方の無端縁は、図２２に示すように、前記第一のコード支持部７２内
に回転可能に支持された滑車７５に掛装されている。
【０１４４】
　そして、第二のコード支持部７３から垂下される操作コード７を操作すると、カーテン
レール７１内で操作コード７が周回する。すると、先頭ランナー７６及び後続のランナー
７７等がカーテンレール７１に沿って移動して、各ランナーに吊下支持されるカーテン生
地がカーテンレール７１の両端部から中央部に向かって引き出され、あるいはカーテンレ
ール７１の両端部に向かって畳み込まれる。
【０１４５】
　前記第一のコード支持部７２は、カーテンレール７１に外嵌可能とした筒状に形成され
、その上面に弾性片７８が形成されている。そして、常には弾性片７８がカーテンレール
７１の端縁に弾性的に係合して、滑車７５に掛装される操作コード７の引張り力に抗して
位置決めされている。
【０１４６】
　カーテンレール７１から垂下される操作コード７の一対のコード部の両方がカーテンレ
ール７１から引き出される長さは、操作コード７の無端縁と床面との距離より大きく設定
されているので、居住者等の移動を阻害しない。
【０１４７】
　前記第一のコード支持部７２には、カーテン生地の一方の端部を吊下支持する吊下部７
９が形成されている。
【０１４８】
　このような構成により、通常操作時には第一のコード支持部７２がカーテンレール７１
の端部に保持されて、操作コード７が滑車７５で反転されながら移動する。
【０１４９】
　操作コード７に居住者等が引っ掛かって、エンドケース６１に掛装される操作コード７
の一対のコード部の双方に大きな引張り力が作用すると、弾性片７８とカーテンレール７
１の端縁との係合が外れ、図２５に示すように、案内部材として機能する第一のコード支
持部７２がカーテンレール７１の外面に沿って移動する。
【０１５０】
　従って、常にはハンガーレール１の端部に保持される第一のコード支持部７２に引張り
力が作用したとき、第一のコード支持部７２を操作コード７による引っ張り方向に移動さ
せることができる。
【０１５１】
　また、第一のコード支持部７２とともに、カーテン生地の端部を吊下支持する吊下部７
９を移動させることができるので、第一のコード支持部７２を容易に移動させることがで
きる。
【０１５２】
　上記のように構成された操作装置では、次に示す効果を得ることができる。
【０１５３】
　（１）反操作側のカーテン端部をともに移動させるので、カーテン生地がフェイルセー
フ動作の妨げになることはない。
【０１５４】
　（第八の実施形態）
　図２６～図３０は、第八の実施形態を示す。この実施形態は、この出願の発明を天窓用
カーテンの操作装置に具体化したものである。
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【０１５５】
　図２６に示す天窓用カーテンの操作装置は、カーテン生地の左右にカーテンレール８６
がそれぞれ設けられている。一対ずつの案内滑車８１，８２，８３と端部滑車８４とで、
無端状の操作コード７がカーテンレール８６に沿って周回可能に引き回され、操作コード
７の一方の無端縁が案内滑車８３から下方へ垂下されている。図２６は、カーテン生地８
５を矢印Ｅ方向に引き出し、矢印Ｆ方向に畳み込む片開き仕様の天窓用カーテンを示す。
【０１５６】
　そして端部滑車８４と案内滑車８１との間と、案内滑車８２，８３との間に、図２７に
示すようなカーテンレール８６が配設され、そのカーテンレール８６に移動可能に支持さ
れた多数のランナー９２にカーテン生地８５の両端部が等間隔に支持されている。図２６
では、案内滑車８２，８２間のランナーは図示していない。
【０１５７】
　そして、操作コード７の操作によりカーテン生地８５が矢印Ｅ方向に引き出され、ある
いは矢印Ｆ方向に畳み込まれる。
【０１５８】
　また、案内滑車８２，８３の間の操作コード７の一方のコード部と、案内滑車８１と端
部滑車８４との間の操作コード７の一方のコード部とには、先頭ランナー９２ａが先頭ラ
ンナー固定部８７ａ，８７ｂで固定されている。
【０１５９】
　操作コード７が掛装される案内部（又は案内部材）としての前記端部滑車８４は、図２
７及び図２８に示すように、カーテンレール８６の端部に取着されるキャップ８８に弾性
的に保持されている。具体的には、図２９に示すように、キャップ８８の下辺に端部滑車
８４の支軸８９を保持可能とした保持孔９０が設けられ、その保持孔９０は操作コード７
による引張り方向に向かって開口されている。
【０１６０】
　そして、その開口部の幅は、前記支軸８９の直径より僅かに狭い幅に形成されて、操作
コード７の一対のコード部のどちらか一方に作用する通常の操作中では支軸８９が保持孔
９０に保持されるようになっている。
【０１６１】
　また、案内滑車８３から垂下される操作コード７に居住者等が引っ掛かって、通常の引
張り力を超える引張り力が支軸８９に作用すると、図３０に示すように、支軸８９が保持
孔９０から外れ、端部滑車８４がカーテンレール８６に沿って移動するようになっている
。
【０１６２】
　前記支軸８９の下端部には、カーテン生地の端部を吊下支持する吊下部９１が取着され
ている。
【０１６３】
　このような構成により、通常操作時には端部滑車８４がカーテンレール８６の端部でキ
ャップ８８に保持されて、操作コード７が端部滑車８４で反転されながら移動する。する
と、カーテン生地８５が矢印Ｅ方向に引き出され、あるいは矢印Ｆ方向に畳み込まれる。
【０１６４】
　操作コード７に居住者等が引っ掛かって、端部滑車８４に掛装される操作コード７の一
対のコード部の双方に大きな引張り力が作用すると、支軸８９と保持孔９０との係合が外
れ、端部滑車８４がカーテンレール８６に沿って移動する。
【０１６５】
　このとき、先頭ランナー固定部８７ａが案内滑車８３に当接すると、先頭ランナー固定
部８７ａが取着されている側のコード部のそれ以上の移動が阻止される。すると、先頭ラ
ンナー固定部８７ａが取着されていない側のコード部のみが案内滑車８３から下方へ引き
出されて、ランナー９２と先頭ランナー固定部８７ｂと端部滑車８４が図２６に示す矢印
Ｆ方向に移動する。そして、やがて端部滑車８４が移動可能距離Ｘを移動すると、案内滑
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動できなくなるため、端部滑車８４のそれ以上の移動が阻止される。
【０１６６】
　移動可能距離Ｘは、端部滑車８４から案内滑車８１までの距離の約半分となっており、
端部滑車８３から垂下される操作コード７の一対のコード部の両方が引き出される長さは
、操作コード７の無端縁と床面との距離より大きく設定されているので、居住者等の移動
を阻害しない。
【０１６７】
　このような動作により、案内滑車８３から垂下される操作コード７の長さが移動可能距
離Ｘ分だけ長くなり、居住者等の移動を許容し得るとともに、引っ掛かりを容易に解除す
ることができる。
【０１６８】
　また、２本のカーテンレール８６にそれぞれ先頭ランナーを移動可能に設け、操作コー
ド７をそれぞれ掛装し、カーテンレール８６の中央又は端部方向に開閉可能とした両開き
仕様にも適用可能である。この場合には、端部滑車８４とともに、カーテン生地の端部を
吊下支持する吊下部９１を移動させることができるので、端部滑車８４を容易に移動させ
ることができる。
【０１６９】
　上記実施形態は、以下の態様で実施してもよい。
【０１７０】
　・第一及び第八の実施形態で、先頭ランナーを二つ設け、操作コードの前後のコード部
に各先頭ランナーをそれぞれ固定した両開き仕様としてもよい。
【０１７１】
　・カーテンレールからカーテン生地を移動可能に吊下支持するカーテンや、天窓用カー
テン以外に、パネル状のカーテン生地をカーテンレールに移動可能に吊下支持するパネル
カーテンにも、上記操作装置を実施してもよい。
【符号の説明】
【０１７２】
　１…レール（ハンガーレール）、４…日射遮蔽材（スラット）、７…操作コード、９…
コード支持部、１２，３４，３７，４４，４８…位置決め解除手段（案内部材、エンドケ
ース）、１８ａ，１８ｂ…位置決め解除手段、復帰手段、係止手段（係止片）。
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